
(単位：千円)

（資　産　の　部） （負　債　の　部）

流　動　資　産 2,249,558 流　動　負　債 736,064

現金及び預金 93,647 一年以内返済長期借入金 100,000

完成工事未収入金 1,436,844 工事未払金 280,961

兼業事業未収入金 223 未払金 34,361

原材料及び貯蔵品 17,979 未払費用 34,515

未成工事支出金 414 預り金 7,728

前払費用 19,858 未払法人税等 21,669

未収入金 5,987 未払消費税 32,958

短期貸付金 660,020 連結納税未払金 99,928

その他 14,582 完成工事補償引当金 1,510

賞与引当金 122,432

固　定　資　産 1,376,171 固　定　負　債 282,552

有形固定資産 1,237,585 長期借入金 100,000

建物 674,357 退職給付引当金 145,972

構築物 76,670 役員退職慰労引当金 36,580

機械装置 1,010

車両運搬具 116,141

工具器具備品 45,000

土地 324,403 1,018,617

無形固定資産 25,474 （純資産の部）

ソフトウェア 25,401 株主資本 2,605,725

電話加入権 72 70,000

利益剰余金 2,535,725

投資その他の資産 113,111 利益準備金 17,500

投資有価証券 8,988 その他利益剰余金 2,518,225

長期前払費用 2,879   別途積立金 1,970,000

差入敷金保証金 11,743   繰越利益剰余金 548,225

繰延税金資産 85,803

その他 3,696 評価・換算差額等 1,387

その他有価証券評価差額金 1,387

2,607,113

3,625,730 3,625,730

純  資  産  合  計

資　　産　　合　　計 負 債 ・ 純 資 産  合  計

負　　債　　合　　計
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貸　　借　　対　　照　　表

（令和3年3月31日現在）

科　　　　目 金　　額 科　　　　目 金　　額

資本金



　　

１.重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1)資産の評価基準及び評価方法

①有価証券の評価基準及び評価方法

　その他有価証券で市場価額のあるものは、期末日の市場価格等に基づく時価法(評価
差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定)によってお
ります。

　その他有価証券で市場価額のないものは移動平均法による原価法によっております。

②棚卸資産の評価基準及び評価方法

原材料及び貯蔵品、未成工事支出金
　個別法による原価法によっています。
  (貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定)

(2)固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産

　法人税法に定める「定率法」を採用しております。
　（ただし、平成10年4月1日以降に取得した建物(建物附属設備は除く)並びに平成
　　28年4月1日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法を採用し
　　ております。）

②無形固定資産
   定額法を採用しております。

(3)引当金の計上基準

①完成工事補償引当金　

　完成工事にかかわる責任補償費用の支出に備えるため、所要額を計上しております。

②賞与引当金

　従業員の賞与の支給に備えるため、翌期支給見込額のうちの当期の負担額を計上し
ております。

③退職給付引当金

　社員の退職給付に備えるため、当該事業年度末における退職給付債務及び年金資産
の見込額に基づき、その差額相当を退職給付引当金として計上しております。また、
嘱託社員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職功労金の見込額に基づ
き、退職給付引当金を計上しております。

④役員退職慰労引当金　

　 　役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しており
ます。

個　　別　　注　　記　　表

　　　（自 令和2年4月1日  至 令和3年3月31日）　　　
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(4)収益及び費用の計上基準

　(完成工事高及び完成工事原価の計上基準)

　当期末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事契約については工事
進行基準を適用し、その他の工事契約については工事完成基準を適用しております。
なお、工事進行基準を適用する工事の当期末における進捗度の見積りは、原価比例法
によっています。

(5)その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

①消費税等の処理方法

　消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。

②連結納税制度

　連結納税制度を適用しております。

２.貸借対照表に関する注記

(1)有形固定資産の減価償却累計額 千円

(2)関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

短期金銭債権 千円

短期金銭債務 千円

３.税効果会計に関する注記

　繰延税金資産の主な発生原因は、土地評価損や賞与引当金、退職給付引当金、役員
退職慰労引当金等の否認額等によるものです。

４.関連当事者との取引に関する注記

(1)親会社

会社等 議決権等の所有

種　類 の名称 （被所有）割合

親会社 北海道 直接 100％ 鉄道関係 完成工事高 完成工事未収金

旅客鉄 電気工事等

道㈱ 出向負担金の支払 未払金

出向負担金の受入 未収金

（注） 1.取引金額には消費税等を含めておりません。期末残高には消費税等を含めております。

2.記載金額は、千円未満を切り捨て表示しております。

3.取引条件ないし取引条件の決定方法等

 (1)取引については、市場価格を勘案して一般取引と同様に決定しております。

 (2)出向負担金の受入額及び支払額については、当社の人件費を基準として決定しております。

(2)兄弟会社等

会社等 議決権等の所有

種　類 の名称 （被所有）割合

㈱北海

道ｼﾞｪｲ - 資金の貸借等 貸付の受取利息 短期貸付金

親会社 ・ｱｰﾙ 借入の支払利息 長期借入金
の 商事 未払利息
子会社

札幌駅

総合開 - 電気設備保全等 完成工事高 完成工事未収金

発㈱

（注） 1.取引金額には消費税等を含めておりません。期末残高には短期貸付金、長期借入金、未払利息を

　除き消費税等を含めております。
2.記載金額は、千円未満を切り捨て表示しております。

3.取引条件ないし取引条件の決定方法等
 (1)資金の貸付及び借入は平成14年5月より導入しているキャツシュ・マネジメント・システム
　（CMS）によるものであります。また、上記の利息については市場金利等を参考に決定してお
　　ります。
 (2)取引については、市場価格を勘案して一般取引と同様に決定しております。

期 末 残 高

1,348,548

1,178,485

8,564

1,175,816

111,520 7,215

20,958 2,467

関連当事者

との関係 取引の内容 取 引 金 額 科　目

関連当事者

との関係 取引の内容 取 引 金 額 科　目

5,083,195

期 末 残 高

193 660,020

1,584 200,000
249
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289,535 38,147



５.一株当たり情報に関する注記

一株当たり純資産額   7銭

一株当たり当期純利益 77銭

６.当期純損益金額

当期純利益 千円

2,092,386 円

274,438 円
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341,950


